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 11才
さい

のとき，わたしはアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

のユタ州
しゅう

マンタイに住
す

ん
でいました。その年

とし

の初
はじ

めに，わたし
の初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の先
せん

生
せい

が，木
き

を切
き

るため
の小

ちい

さな，きれいな手
て

おのを買
か

ってき
てくれました。
「今

こ

年
とし

，一
いち

番
ばん

たくさん初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

に来
き

た人
ひと

が，この手
て

おのをもらえます」と
先
せん

生
せい

は言
い

いました。そのときわたし
は，毎

まい

週
しゅう

来
こ

ようと心
こころ

に決
き

めました。そ
の年

とし

の終
お

わりに，わたしは手
て

おのをも
らいました。

それからすぐに 12 才
さい

の誕
たん

生
じょう

日
び

にな

りました。わたしは執
しつ

事
じ

に聖
せい

任
にん

され
ました。このころ，家

か

族
ぞく

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

のウィスコンシン州
しゅう

マディソンに
引
ひ

っこしました。友
とも

達
だち

と別
わか

れるのは
さびしかったですが，新

あたら

しい友
とも

達
だち

を
作
つく

れるとわくわくしていました。マ
ディソンは，マンタイよりもずっと大

おお

き
な町

まち

でした。新
あたら

しい学
がっ

校
こう

は大
おお

きく，
教
きょう

会
かい

員
いん

はあまりいませんでした。ある
日
ひ

，人
にん

気
き

者
もの

の友
とも

達
だち

数
すう

人
にん

がわたしを
パーティーにさそってくれました。で
も，そのパーティーは教

きょう

会
かい

の活
かつ

動
どう

と
同
おな

じ夜
よる

にありました。わたしは初
しょ

等
とう

いるべき所
と こ ろ

に 
いる

協
きょう

会
かい

での経
けい

験
けん

から，良
よ

いことは教
きょう

会
かい

の集
しゅう

会
かい

に行
い

っているときにあるという
ことを学

まな

んでいました。友
とも

達
だち

に，さ
そってくれてありがとうと伝

つた

えて，なぜ
行
い

けないかを説
せつ

明
めい

しました。
パーティーの次

つぎ

の日
ひ

，学
がっ

校
こう

ではみん
ながパーティーの話

はなし

でもちきりでした。
パーティーではみんなアルコールを飲

の

んで，パーティーに行
い

った人
ひと

全
ぜん

員
いん

が，
たくさん大

たい

変
へん

なことになりました。わ
たしは，自

じ

分
ぶん

がいるべき場
ば

所
しょ

にいら
れたことに，とても感

かん

謝
しゃ

しました。
子
こ

供
ども

のころに初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

や教
きょう

会
かい

の 

七
しち

十
じゅう

人
にん
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こ
ど
も

他
ほか

の集
しゅう

会
かい

に行
い

ったことを感
かん

謝
しゃ

して 
います。そこで，福

ふく

音
いん

について大
たい

切
せつ

な
ことを学

まな

びました。活
かつ

動
どう

では楽
たの

しい
時
じ

間
かん

をすごしました。天
てん

のお父
とう

様
さま

は，
わたしたちがいるべき場

ば

所
しょ

にいて，す
るべきことをしようとするときに，祝

しゅく

福
ふく

してくださいます。わたしたちの信
しん

仰
こう

を強
つよ

めてくださいます。ゆうわくや罪
つみ

からわたしたちを守
まも

ってくださいます。
教

きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

第
だい

88 章
しょう

63 節
せつ

でイエス
は言

い

われました。「わたしに近
ちか

づきな
さい。そうすれば，わたしはあなたが
たに近

ちか

づこう。」

聖
せい

餐
さん

会
かい

など教
きょう

会
かい

の集
しゅう

会
かい

に行
い

くと
きに，わたしたちは天

てん

のお父
とう

様
さま

と 
イエス・キリストに近

ちか

づきます。わた
したちは，一

いっ

週
しゅう

間
かん

を通
とお

してわたした
ちの決

けつ

断
だん

をみちびいてくれる大
たい

切
せつ

な
真
しん

理
り

を学
まな

びます。たとえわたしたち
が教

きょう

会
かい

にいないときでも，また，同
おな

じ
信
しん

仰
こう

を持
も

つ人
ひと

たちが周
まわ

りにいない
ときでもです。あなたが正

ただ

しい生
せい

活
かつ

をするときに，聖
せい

霊
れい

はあなたがどこ
にいて何

なに

をするべきか分
わ

かるように
助
たす

けてくださいます。■

4

イエスに近
ちか

づく
教
きょう

会
かい

でわたしたちは，正
ただ

しく選
えら

ぶ方
ほう

法
ほう

と，イエスのもっと良
よ

い弟
で

子
し

になる方
ほう

法
ほう

を学
まな

びます。この子
こ

供
ども

たちが何
なに

をしたらいいか分
わ

かるよう助
たす

けるために，あいているところに言
こと

葉
ば

を入
い

れてください。
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1．「互
たが

いに　　　　　なさい。」（エペソ 4：32） 
2．「　　　　　は，さいわいである。」（マタイ 5：9） 
3．「あなたがたが同

はら

胞
から

のために　　　　のは，とりもなおさず，あなたがたの神
かみ

のために　　　　 
のである。」（モーサヤ 2：17）

４．「どのようなことでも，　　　　　こと，このましいこと，あるいはほまれあることや　　　　　 
ことがあれば，わたしたちはこれらのことをたずね求

もと

めるものである。」（信
しん

仰
こう

箇
か

条
じょう

1：13） 
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